大分市乙津川水辺の楽校使用規程
（趣旨）
第１条　この規程は、大分市乙津川水辺の楽校（以下「水辺の楽校」という。）の使用について必要な事項を定めるものとする。

（使用許可の申請）

第２条　次のような目的で水辺の楽校を使用しようとする者（以下「申請者」という。）は、使用日前９０日から７日までの間に、水辺の楽校使用許可申請書（様式第１号）を市長に提出し、その許可を受けなければならない。ただし、市長が特に必要と認めるときは、この限りでない。
（１）イベント、競技会、集会などのため全部又は一部を独占して使用するとき。
（２）業として写真、ビデオ、映画等を撮影するとき。
（使用の許可）

第３条　市長は、水辺の楽校の使用を許可したときは、水辺の楽校使用許可書（様式第２号）を申請者に交付するとともに、必要に応じて所定の鍵を貸与するものとする。
２　水辺の学校の使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、水辺の楽校を使用するときは、水辺の楽校使用許可書を携帯し、職員の求めに応じ提示しなければならない。
（使用許可事項の変更）

第４条　使用者は、許可された事項の変更をしようとするときは､水辺の楽校使用許可事項変更申請書（様式第３号）を市長に提出し、その承認を受けなければならない。
（使用の不許可）
第５条　市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、使用の許可をしないものとする。

（１）公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害する恐れがあるとき。
（２）施設及び付属物を損傷する恐れがあるとき。

（３）前２号に掲げるもののほか、管理上特に支障があるとき。

（使用の取り消し）

第６条　市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、使用の許可を取り消し、又は使用を制限し、若しくは停止することができる。

（１）この規程に違反したとき。

（２）偽りその他不正手段により使用の許可を受けたとき。

（３）許可の条件に違反したとき。
（４）前条各号のいずれかに該当するに至ったとき。

（料金）

第７条　水辺の楽校の使用に係る料金は、徴収しない。

（禁止行為）

第８条　使用者及び利用者（以下「使用者等」という。）は、次に掲げる行為をしてはならない。
（１）施設及び付属物を損傷し、又は汚損すること。

（２）樹木の伐採や土地の形質を損なう行為をすること。

（３）貼り紙若しくは張り札をし、又は広告を表示すること。

（４）指定された場所以外の場所へ車両を乗り入れ、又は駐車すること。

（５）直火（たき火等）をすること。

（６）他人に危害を及ぼし、又は他人の迷惑になる物品等を持ち込むこと。
（７）秩序又は風俗を乱す行為をすること。

（８）この規程に違反する行為をすること。

（９）その他管理上支障となる行為をすること。
２　市長は、使用者等が前項各号に規定する行為をし、又はする恐れがあると認めるときは、水辺の楽校から退去を命じることができる。この場合において、使用者等が損害を受けても、市はその責めを負わない。

（遵守事項）

第９条　使用者等は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

（１）責任者等を配置し、事故の無いよう万全の注意を払うこと。

（２）大雨、高潮、津波等水位に係る注意報が発令されている場合は使用しないこと。
（３）使用後は直ちに現状に回復し、清掃を行うとともに、ゴミは持ち帰ること。
（４）ペットを散歩させる場合はリードを付け、糞を放置しないこと。
（５）前各号に掲げるもののほか、管理上必要な指示に従うこと。
（破損等の届出）

第10条　使用者等は、施設等を破損したときは、直ちにその旨を破損（汚損・滅失）届（様式第４号）により市長に届け出て、市長が認定する額を賠償しなければならない。

（委任）

第11条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
　　　附　則
　この規程は、平成２０年６月１日から施行する。
　　　附　則

　この規程は、平成２６年７月１５日から施行する。
　　　附　則

　この規程は、平成２８年８月１５日から施行する。

